
実践例⑤

教科(科目) 古典Ｂ 授業者 青ちづる

日時 平成 ２８年 １０月 対象・場所 ２年１，２，５組

単元 「大鏡」を脚本化して演じてみよう

時間数 全６時間

１グループ６名程度とする。

・ ① １～３時間目は準備の時間とし、生徒が本文の口語訳から脚本化までを行った。
口語訳をネットで調べることは禁止とし、辞書や文法書を使って、自分たちで訳

本 していくように指示した。どのような小道具を作るかも自由とした。なお、教師
側で、共通の小道具として、登場人物の名前を書いたプレートと、敵･見方がすぐ

時 わかるように色分けした衣装を用意した。

過 ② ４～５時間目を発表の時間とした。他の班の発表を見ている時には、自分の班と
の解釈の違いや疑問点などを自分の脚本に書き込むように指示した。

程
③ 発表後、教師から内容や人物関係の説明を行うとともに、各班の脚本についての

講評も行った。

④ 最後に振り返りのアンケートに回答させた。

すべて自力で口語訳させた結果、全然違う話になっている班があったり、人物関係
が正しく把握できていなかったりする班が多く見られた。特に、二つの勢力の対立と
いう点については踏み込んで表現する班がほとんどなかったのが残念である。そこま
で求めるならば、補助資料などを用意した方がよかったのかもしれないという反省を
抱いた。また、文法事項の確認が不十分で、そのことを不安に思う生徒もいたので、
この取り組みの後、別のプリントで復習を行った。

反 ただ、生徒の取り組みはたいへん積極的で、時間を追うごとに準備にも熱が入り、
よりよい劇にしようとする工夫が見られた。本番では、他の班の発表を見ながら、自
分たちと違う解釈に驚いたり、新たな疑問を抱いたりしていた。教師からの講評が「謎
解き」の役割も果たしたが、その役割も生徒自身がある程度できるようになれば理想
的であると思う。

省
以下は生徒のアンケートの抜粋である。

・わからないところは聞いて、わかるところは教えて・・。その繰り返しの中でつく
力はきっと大切になってくると思います。これからも是非とりいれてほしいです。

・最初は何のヒントもなしで自分たちで訳して劇をしたので、後から先生に解説して
もらった時に、自分たちが間違えて解釈していた部分がよくわかりました。

・劇をしないといけないので、話を理解しようという気持ちが強まり、意味をしっか
り考えることができたと思います。

・全体の話の内容を確認するときはすごくいいなと思いました。細かい訳や文法の所
は一斉授業の方がいいと思いました。
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